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令和４年第２回大樹町議会臨時会会議録（第１号） 

令和４年５月１８日（水曜日）午前１０時開議 
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 第 １ 会議録署名議員指名 

 第 ２ 議会運営委員会報告 

 第 ３ 会期決定 

 第 ４ 行政報告 

 第 ５ 議案第 ２９号 大樹町職員の給与に関する条例の一部改正について 

 第 ６ 議案第 ３０号 大樹町長等の給与等に関する条例の一部改正について 

 第 ７ 議案第 ３１号 大樹町議会議員の議員報酬、費用弁償等に関する条例の一部改 

正について 

 第 ８ 議案第 ３２号 大樹町税条例等の一部改正について 

 第 ９ 議案第 ３３号 大樹町国民健康保険税条例の一部改正について 

 第１０ 議案第 ３４号 令和４年度大樹町一般会計補正予算（第１号）について 

 第１１ 議案第 ３５号 工事請負契約の締結について 

 第１２ 議案第 ３６号 工事請負契約の締結について 

 第１３ 議案第 ３７号 工事請負契約の締結について 

 第１４ 議案第 ３８号 工事請負契約の締結について 

 第１５ 議案第 ３９号 工事請負契約の締結について 

 第１６ 議案第 ４０号 財産の取得について 

 第１７ 議案第 ４１号 財産の取得について 
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  １番 寺 嶋 誠 一   ２番 辻 本 正 雄   ３番 吉 岡 信 弘 
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 １０番 志 民 和 義  １１番 齊 藤   徹  １２番 安 田 清 之 
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 町 長                     酒 森 正 人 

 副 町 長                     黒 川   豊 

 総 務 課 長                     吉 田 隆 広 

 総 務 課 参 事                     杉 山 佳 行 



 

－ 2 － 
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 企画商工課参事                     菅   浩 也 

 住 民 課 長                     水 津 孝 一 
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＜教育委員会＞ 

 教  育  長                     沼 田 拓 己 

 学校教育課長                     井 上 博 樹 

 学校給食センター所長                  梅 津 雄 二 

 社会教育課長兼図書館長                 松 久 琢 磨 

 

＜農業委員会＞ 

 農業委員会長                     穀 内 和 夫 

農業委員会事務局長                   瀬 尾 裕 信 
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開会 午前１０時００分 

 

   ◎開会の宣告 

○議   長 

 ただいまの出席議員は１２名であります。 

 定足数に達しておりますので、令和４年第２回大樹町議会臨時会を開会いたします。 

 これより、本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、あらかじめお手元に配付したとおりであります。 

 

   ◎日程第１ 会議録署名議員指名 

○議   長 

 日程第１ 会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第１２４条の規定により、議長において、 

 ３番 吉 岡 信 弘 君 

 ４番 西 山 弘 志 君 

 ５番 村 瀨 博 志 君 

を指名いたします。 

 

   ◎日程第２ 議会運営委員会報告 

○議   長 

 日程第２ 議会運営委員会報告を行います。 

 議会運営委員会委員長、菅敏範君。 

○菅敏範議会運営委員長 

議会運営委員会報告を行います。 

本日５月１８日午前９時から議会運営委員会を開き、付議事件並びに議事日程、会期等に

ついて協議をしたので、ご報告いたします。 

 本臨時会の提出事件は、条例改正５件、補正予算１件、契約の締結５件、財産の取得２件

であります。 

これらの状況を考慮、検討した結果、会期は本日１日間とし、日程はお手元に配付したと

おりといたしました。 

以上、委員会での協議結果をご報告申し上げましたが、本臨時会の議事運営が円滑に行わ

れますようよろしくお願い申し上げ、委員会報告を終わります。 

○議   長 

 委員会の報告が終わりました。 

 なお、ただいまの委員会報告に対する質疑は省略いたします。 
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   ◎日程第３ 会期決定の件 

○議   長 

 日程第３ 会期決定の件を議題といたします。 

 お諮りします。 

 本臨時会の会期は、本日１日間としたいと思います。 

これにご異議ありませんか。 

       （異議なしの声あり） 

○議   長 

 ご異議なしと認めます。 

 よって、会期は本日１日間と決定いたしました。 

 

◎日程第４ 行政報告 

○議   長 

 日程第４ 行政報告を行います。 

 酒森町長。 

○酒 森 町 長 

 それでは、令和４年３月８日開催の第１回町議会定例会以降の行政の主なものについてご

報告を申し上げます。 

 最初に、新型コロナウイルス感染症関連についてでありますが、新型コロナウイルスワク

チンの接種状況ですが、５月１３日現在、３回目接種を終えた方は、６５歳以上で１,７９

８名、９６.８％、１２歳から６４歳までが２,２２７名、８３.９％、合計で４,０２５名、

８９.２％となっております。５歳から１１歳の小児のワクチン接種の状況ですが、２回目

接種を終えた方は１３.７％となっております。 

４回目接種については、今後必要な法令改正等を経て開始される見込みで、３回目接種か

ら５か月を経過した６０歳以上の方には６月中旬に接種券を送付し、これまで同様、町内の

医療機関で接種を実施する予定であります。 

 ２番目の役場新庁舎落成式の開催についてでありますが、４月１７日に開催し、町内外か

ら６９名の方々のご臨席をいただいたほか、たくさんのお祝いの品々をいただいておりま

す。また、多くの方々のご協力により、大過なく５月６日から新庁舎での業務を開始してお

ります。 

 ３番目の航空宇宙関連についてでありますが、４月２１日から５月１０日に電気通信大学

が小型飛行ロボットの自立飛行制御実験を実施、４月２１日から５月２０日には、ソフトバ

ンク株式会社が係留気球を用いた災害対策用のモバイル通信試験を実施しております。ま

た、５月１６日からＪＡＸＡ大気球実験グループが、今年度の大気球実験を開始しておりま

す。 

４番目の計画の策定についてでありますが、町が実施する住宅に関する施策を計画的に推
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進するため、目標や方針等を定める大樹町住生活基本計画等を令和４年度から新たに１０年

間で策定しております。 

 ５番目の合同会社大樹町エネルギー公社の設立についてでありますが、４月１日に町が出

資者となり、合同会社大樹町エネルギー公社が設立し、大樹町スマート街区の運営及び維持

管理等について、町より同公社に業務委託を行っております。 

 ６番目の福島県相馬市への職員派遣についてでありますが、３月１６日に発生した福島県

沖を震源とする地震で、姉妹都市である相馬市が甚大な被害を受けている状況から、５月９

日から２１日まで被災家屋の罹災調査にあたるため、職員２人を派遣しております。 

 ７番目の委員等の委嘱についてでありますが、保護司や大樹町地域安全推進協議会委員な

ど、記載のとおりご委嘱申し上げております。 

８番目の農作物の生育状況についてでありますが、今年度も５月１５日を基準日に１回目

の調査を行っております。別紙を添付しておりますので、後ほどお目通し願います。 

 ９番目の入札執行関係についてでありますが、指名競争入札等により工事請負契約８件、

業務委託契約２０件、物品購入契約１０件、物品賃貸借契約２件、財産処分売払い２件、そ

れぞれ記載のとおりの内容で契約を締結しております。 

 １０番目の地域おこし協力隊等の委嘱でありますが、地域活性化推進員をはじめとして、

６名をそれぞれ委嘱しております。 

１１番目の人事関係、１２番目のその他、来庁者、会議出席等につきましては、後ほどお

目通しを願いたく、以上で行政報告を終わらせていただきます。 

○議   長 

 沼田教育長。 

○沼田教育長 

 引き続き、教育委員会の行政報告を申し上げます。 

１番目の英語指導助手の新規契約についてでありますが、４月１８日アメリカ・ユタ州出

身のノーラン・ボロゾーニ・ロバート氏を任用いたしました。契約期間につきましては、令

和４年４月１８日から令和５年４月１０日まででございます。 

２番目の地域おこし協力隊でありますが、子ども交流推進員として、昨年度に引き続き１

名の方を再任いたしました。 

３番目の教育委員会の人事関係についてでありますが、３月３１日付で１名の退職者の発

令、４月１日付で６名の分掌替者の人事異動の発令、また、同日付で４名の出向の発令を行っ

ております。 

４番目のその他、会議出席等の関係につきましては、主なものを掲載しております。後ほ

どお目通しをお願いいたします。 

以上で、教育委員会の行政報告を終わります。 

○議   長 

 穀内農業委員会会長。 
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○穀内農業委員会長 

 続きまして、農業委員会行政報告につきましてご報告申し上げます。 

 １の人事関係についてでございますが、令和４年４月１日付の人事異動の発令で、事務局

長以下２名の職員の事務分掌替などを行っております。異動者及び事務分掌は、報告書に記

載のとおりとなってございますので、後ほどお目通し願います。 

 以上で、農業委員会行政報告を終わります。 

○議   長 

行政報告が終わりました。 

ただいまの行政報告に対し、報告の範囲内での質疑を許します。質疑はありませんか。 

 齊藤徹君。 

○齊藤徹議員 

 ２ページの５番目、合同会社の設立の関係ですけれども、町が出資して委託業務をするの

ですけれども、職員体制と事業会計、どのような形で会計や職務を進めていくのか、再度お

伺いしたいと思います。 

 ２点目ですけれども、７ページの地域おこし協力隊ですけれども、新規の宇宙まちづくり

推進員と移住コーディネーターを委嘱しているのですけれども、主な目的についてお伺いし

たいと思います。 

○議   長 

 吉田総務課長。 

○吉田総務課長 

 私のほうからは、１点目の合同会社の件をご説明させていただきます。 

 会社の設立にあたりまして、定款を定めてございます。町の体制でございますが、職務代

理者を副町長とし、会社の運営全般と町から業務委託を受けるスマート街区の運営、維持管

理を総務課管財係で担うことなどが決定されてございます。 

 本事業に関しましては、一般会計で予算措置をしておりまして、その部分の予算措置を合

同会社のほうに委託業務として支払う形で形成してございます。 

 以上でございます。 

○議   長 

菅企画商工課参事。 

○菅企画商工課参事 

 地域おこし協力隊の宇宙のまちづくり推進員の業務内容になりますが、北海道スペース

ポートを推進するための活動としまして、これに関する業務がメインになりますけれども、

町内航空宇宙関連事業者の支援業務、宇宙を資源として活用する観光開発に関する業務、そ

の他、大樹町の宇宙のまちづくりを推進するための業務としてお願いしているところであり

ます。 

 以上です。 
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○議   長 

伊勢企画商工課長。 

○伊勢企画商工課長兼地場産品研究センター所長 

 移住コーディネーターの関係でございますけれども、移住コーディネーターの委嘱の主な

目的といたしましては、移住に関する情報の発信、また移住希望者に対するきめ細やかな相

談を行うという目的で、今回委嘱してございます。 

 以上です。 

○議   長 

齊藤徹君。 

○齊藤徹議員 

 先ほどの公社の設立の関係ですけれども、副町長が先頭になって会社をやっていくのです

けれども、例えば電気関係といった管理の関係は、外部委託とか委託ということも考えてい

るのかどうか、その辺聞きたいのと。 

あと、会計年度というのは、会社なので多分必要だと思うのですね。その辺の会社の運営、

出資の在り方、考え方というのはどうなっているのか、再度お聞きしたいと思います。 

 それと、会議出席等の関係で、１２ページと１３ページですけれども、十勝・日高山脈観

光連携協議会の設立総会ですけれども、初めて設立総会をしたと思うのですけれども、今後

の協議会の進め方、運営の仕方について、再度聞きたいと思います。 

 それと１３ページですけれども、公立高校配置計画地域別検討協議会ですけれども、ウェ

ブ会議でやっているのですけれども、今年度、二間口を期待しているのですけれども、なか

なか実績としては上がってこなかったですけれども、ウェブ会議ではどういう詳細な話が出

ているのか、今後、二間口維持についてどういう考え方でいくのか、それについて３点お伺

いします。 

○議   長 

 吉田総務課長。 

○吉田総務課長 

 １点目のエネルギー公社の電気保安関係の件でございますが、通常の１日点検に関しまし

ては建設水道課で営繕作業員の会計年度任用職員を雇っておりまして、その方に点検をして

いただいております。また、複雑な点検に関しましては、電気保安協会のほうに委託業務を

してございます。 

 会計年度の部分に関しましては、会社のほうが４月１日設立ですので、４月１日から会計

年度が翌年の３月３１日までになるかと思いますが、この件に関しては改めてまた内部で議

論して進めたいと思っております。 

 以上でございます。 

○議   長 

酒森町長。 
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○酒 森 町 長 

 私からは、まず十勝・日高山脈観光連携協議会の関係について説明をさせていただきたい

と思います。 

 今、日高山脈を中心とした国定公園が、国立公園化される可能性があるということで取り

進めさせていただいておりますが、十勝管内で国立公園化に関する日高山脈をそれぞれのエ

リアに持っている自治体が、今回観光連携の協議会を設立し、国立公園化に向けて来場者が

これから増えていくということも想定される中で、何かしら連携しながら取り組んでいけな

いかという目的で設立したものであります。 

 事務局については、芽室町に置くことになっております。芽室町でも、これから事務局を

担っていくような体制を整備してくということも先般新聞報道でもありましたが、これから

連携しながら、観光または自然保護も含めて対応していければと考えているところでもあり

ます。 

 また、２６日に開催されました公立高等学校配置計画地域別検討協議会、今回はウェブで

開催され、私ども学習センターのオークホールでウェブ会議に参加させていただいたところ

です。管内的に見ても、私どもの参加者が非常に多かったとも思っておりまして、商工会の

三浦会長も同席し、商工会の立場から高校の存続に向けた発言もしていただいたところで

す。 

 大樹町が今取り組んでおります高校の二間口維持に向けて、道教委の考え方等々も説明を

されましたので、それを受けて、私ども今後、活性化推進協議会等を通じながら、二間口の

維持に向けて、また町民の皆さま、議会の皆さまとともに鋭意取り組んでいければと思って

おります。 

○議   長 

齊藤徹君。 

○齊藤徹議員 

 先ほどの公社の関係ですけれども、最後の説明で、４月１日から会社をスタートするのに、

これから内部で協議して進めていくというのは、何かおかしいのではないですか。私はそう

思うのですけれども。もう完全に決まっているから、会社が設立するのだから、まず会社を

つくったのだけれども、内部の中身はこれから協議していくというのは、それは運営会社に

ならないと私はそう思うのです。それについて、再度説明を求めたいと思います。 

 それと、観光の関係ですけれども、先ほど町長から、連携してやっていくというのですけ

れども、町としてサブとして、例えば観光協会を通しながら、国立公園に向けての誘致だと

かということも、町として興して運動してもいいのではないかと思うのですけれども、その

辺の町長の考えを聞きたいと思います。 

 それと最後に、教育委員会ですけれども、この２年間コロナの関係で、活動、総会をウェ

ブでやったと思うのですけれども、大樹町ＰＴＡ連合会の総会ですけれども、この２年間ほ

とんど活動していないのですよね。今年度については、自主的に活動するのか、また完全に
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自粛でいるのか、その辺の考えを。予算も取っていますので、その辺を学校運営協議会とか

いろいろありますので、立場上からも実質自分の子ども達のためですから、連合会が率先し

て活動していかないとなかなか学校側もうまくいかないと思うのですけれども、今年度の活

動について最後にお伺いします。 

○議   長 

黒川副町長。 

○黒川副町長 

 エネルギー公社の関係でございますけれども、会計年度につきましては、４月１日から３

月３１日と決定しております。総務課長の説明は、今後いろいろな点では協議しながらとい

うことでは、実際スマート街区をつくったときに、電気代、燃料代のシミュレーションとい

うのをやっているのですけれども、いざ実際動いてみると、予想よりよかったり悪かったり、

多少電気代とかシミュレーションどおり行きそうかどうかというのが、まだ１か月経過した

ところでは、もう少し経過を見ないと分からないなというところもありまして、そういった

点で協議しながらやっていきたいという意味でございまして、お金の払う仕組みとかその辺

は決まっておりますので、それでまずやっていきたいと思っております。 

○議   長 

酒森町長。 

○酒 森 町 長 

 十勝・日高の観光連携協議会の関係でありますが、この協議会の中で、実際に具体に事業

を進めるというところでの提案があったものについては、アウトドア系のスポーツメーカー

といいましょうか、そういうところと、そこの会員組織があるのですけれども、そこと連携

して十勝・日高の情報を発信していこうというところは、もう既に決まっております。 

 また、国立公園化の決定が年内なのか年度内なのか、まだ先なのですけれども、それが具

体になってきた中で、大樹町としてどういう取組を進めていくかというところについては、

私どもの観光協会、また関係するみんなとともに協議をしながら検討していきたいと思いま

す。 

○議   長 

 松久社会教育課長。 

○松久社会教育課長兼図書館長 

 先ほどの大樹町ＰＴＡ連合会の活動についてなのですが、一応今年度、活動する方向で進

めていきます。先日、総会のほうにも参加したのですが、やはりコロナの心配があります。

ただ、その辺を注視しながら活動していきたいということで聞いております。 

 以上です。 

○議   長 

ほかに質疑ありませんか。 

 菅敏範君。 
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○菅敏範議員 

 新型コロナウイルスのワクチン接種４回目の関係なのですが、報道等によれば、強症状の

ある人を優先してやるというような自治体もあるのですが、大樹町においては、関係なく、

健康状態のいい人も病気を持っている人も、それは並列でやるという考えでいるのかどうか

が１点。 

それから、福島県相馬市にしている職員の派遣なのですが、一応予定は５月９日から５月

２１日までになっているのですが、現地の状況によって派遣日程が若干延びたりするような

ことはなく、２１日できっぱり、それで終わって帰ってくるという考えで理解してよろしい

ですか。 

○議   長 

 瀬尾保健福祉課参事。 

○瀬尾保健福祉課参事 

 新型コロナワクチンの４回目接種についてですが、国のほうで今決めているところが、６

０歳以上の方と１８歳以上６０歳未満の基礎疾患のある方、また感染症にかかった場合に重

症のリスクが高いという方を対象として４回目接種を行うということになっております。そ

れで６０歳以上の方につきましては、健康状態に関わらず希望者の方には実施していくとい

うことでありますので、申込みの受付では、年齢を区切って高齢者の方から接種の申込みが

できるよう配慮していきたいと考えております。 

○議   長 

黒川副町長。 

○黒川副町長 

 相馬市の派遣でございますけれども、想定以上の被害が多いということは承知しておりま

すが、相馬市から派遣の延長の要請は今のところありませんので、予定どおり帰ってくる予

定であります。 

○議   長 

ほかに質疑はありませんか。 

 志民和義君。 

○志民和義議員 

 教育委員会の行政報告についてでございます。 

３ページの８日の令和４年度の小学校入学式で、入学人数が何人かということと、それか

ら、今の２年生、１年生のときに２学級になったのですが、２年生になっても今後引き続き

やるのかどうかお伺いいたします。 

○議   長 

 沼田教育長。 

○沼田教育長 

 ただいまご質問がございました大樹小学校の今年度の入学生及び２年生の現状について



 

－ 11 － 

でございますが、１年生の入学者数につきましては、今年度４４名でございます。 

 お尋ねのございました２年生でございますが、今年度３５名で、当初の学級配置の国・道

から示されている人数には達していないのですが、昨年度と同様に、町独自の少人数指導を

継続しているという体制で進んでございます。 

 以上です。 

○議   長 

ほかに質疑はありませんか。 

 吉岡信弘君。 

○吉岡信弘議員 

 教育委員会の英語指導助手の関係でお伺いします。 

 コロナの関係で、１名体制でずっと来ていたわけですけれども、今回１８日付けで２人目

の方の契約ということでございますけれども、約１年の契約でございますけれども、今後も

こういう１年契約でやっていくのか。 

それと、今いる現在の方、昨年もいた方の契約期間はいつまでなのかお願いします。 

○議   長 

 井上学校教育課長。 

○井上学校教育課長 

 今回、新たにノーランさんが着任したということです。一応任期につきましては４月１８

日から来年の４月１０日までの１年間となってございまして、本来でいけば、例年７月に任

期満了という形になってございます。今回途中からということになっていますので、このよ

うな契約期間ということになります。ただ、令和５年の４月１０日以降については、本人の

希望があれば７月まで延長できるということなってございますので、まずは７月までの延長

ということになります。その後、通常に戻って、８月１日から翌年度の７月末というような

従来どおりの進め方になっていくものと考えております。 

 ２点目のトービさんの任期でございますが、今年７月末までの任期となってございます。

３年目になってございますので、今後は本人の意向で延長の有無が発生するかと思います

が、今現在トービさんについては、３年の任期満了ということで、今回７月末で退職される

という意向で聞いているところでございます。今後、トービさんの後任については、引き続

き要請をしていくということで考えているところでございます。 

 以上でございます。 

○議   長 

ほかに質疑はありませんか。 

       （なしの声あり） 

○議   長 

 質疑なしと認めます。 

これをもって、行政報告を終わります。 
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   ◎日程第５ 議案第２９号 

○議   長 

 日程第５ 議案第２９号大樹町職員の給与に関する条例の一部改正についての件を議題

といたします。 

 提出者から提案理由の説明を求めます。 

 酒森町長。 

○酒 森 町 長 

 ただいま議題となりました議案第２９号につきまして、提案理由のご説明を申し上げま

す。 

 本件につきましては、大樹町職員の給与に関する条例の一部改正をお願いするもので、

令和３年の人事院勧告を受けて、先月６日に国家公務員の給与法の改正が可決・成立いた

しました。本町職員の給与についても、従前から国の制度に準拠してきたことから、今回

改正をお願いするものであります。 

内容につきましては、総務課長より説明をいたさせますので、ご審議の上、議決賜りま

すようお願いを申し上げ、提案理由の説明を終わらせていただきます。 

○議   長 

 吉田総務課長。 

○吉田総務課長 

 議案第２９号大樹町職員の給与に関する条例の一部改正について説明させていただきま

す。 

 本町を含むほとんどの市町村の職員給与については、国家公務員の給与制度に準拠してご

ざいますが、国では、令和３年度の人事院勧告に基づき、先月６日に国家公務員の給与法の

改正が可決・成立されました。これに合わせて、大樹町職員の給与に関する条例の一部改正

を行うものでございます。 

今回の改正の概要を申し上げますと、期末手当の支給率を一般職員については年額０.１

５か月分、再任用職員については年額０.１０か月分引下げる内容となっております。また

今回、令和３年度の人事院勧告に基づく改正であることから、国と同様に、令和３年度の期

末手当につきましても、支給率を引下げることで算定し、来月支給する６月分の期末手当で

その減額分を調整するものでございます。 

それでは、内容を説明させていただきます。 

次の表の改正前の欄に掲げる規定を改正後の欄に掲げる規定に改正する。 

表中、第１２条第２項は、一般職員に対する期末手当の算定方法を規定しており、改正前

期末手当の支給率は、６月、１２月それぞれ「１００分の１２７.５」ですが、改正後は、

６月、１２月それぞれ１００分の７.５、０.０７５か月分引下げ、「１００分の１２０」と

するものでございます。 
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次に、同条第４項は、再任用職員対する期末手当の規定となってございます。改正前の期

末手当の支給率は、６月、１２月それぞれ「１００分の７２.５」ですが、改正後は、６月、

１２月それぞれ１００分の５、０.０５か月分引下げ、「１００分の７６.５」とするもので

ございます。 

最後に、附則になりますが、この条例の施行日は公布の日とし、第２項では、令和４年６

月に支給する期末手当に関する特例措置として、改正後の条例第１２条第２項の規定に関わ

らず、同項の規定により、算定される期末手当の額から令和３年１２月に支給された期末手

当の額に１２７.５分の１５を乗じて得た額を減じた額とするとし、昨年１２月に支給した

期末手当について、来月に支給する６月分の期末手当で調整することなどを規定しておりま

す。 

以上で、説明を終わらせていただきます。 

○議   長 

 提案理由の説明が終わりました。 

 これより、質疑に入ります。質疑はありませんか。 

 菅敏範君。 

○菅敏範議員 

 職員の給与に関する条例の一部改正についての附則２に掲げられている調整額の扱いに

ついてお聞きしたいと思います。 

 昨年１２月に支払われた期末手当の支給を受けた職員で、既に退職している職員について

の扱いはどうなるのか。退職している職員の中で、全く町の関係から離れている職員と、そ

れから再任用になった職員がいるわけです。その辺の扱いについてお聞きしたいということ

と。 

調整額で１００分の７.５と７.５で１５なのですけれども、１２月以降に採用になった職

員は、昨年１２月の期末手当の支給を受けていませんから、７.５だけの調整になるのでは

ないかと思うのですが、その辺説明いただきたいと思います。 

○議   長 

 吉田総務課長。 

○吉田総務課長 

 菅議員のご質問にお答えいたします。 

期末手当の部分で、既に退職された方の扱いに関しましては、この条例自体が、今現在も

職員として期末手当の支給対象となる職員を限定していることから、退職された方に関して

は、遡及等はしない形となっております。また、３月に退職されて再任用職員になった方も

おりますが、一旦３月３１日現在で町の職員を退職されて再任用等の任命を受けていること

から、一旦そこも３月３１日で切れているという解釈で、その方に関しても遡及しない形と

考えてございます。 

また、先ほどの１２月以降に任用された方に関しては、１２月の期末手当自体が支給され
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ていませんので、そこの特例措置のほうは該当にならず、今回の６月から今年度分の６月以

降の部分に関しては、適用される形となってございます。 

以上でございます。 

○議   長 

 ほかにありませんか。 

（なしの声あり） 

○議   長 

 質疑なしと認めます。 

これをもって、質疑を終了いたします。 

 これより、討論に入ります。討論はありませんか。 

       （なしの声あり） 

○議   長 

 討論なしと認めます。 

 これをもって、討論を終了いたします。 

 これより、議案第２９号の大樹町職員の給与に関する条例の一部改正についての件を採決

いたします。 

 お諮りします。 

 本案は、原案のとおり決することにご異議はありませんか。 

（異議なしの声あり） 

○議   長 

 ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第６ 議案第３０号 

○議   長 

 日程第６ 議案第３０号大樹町長等の給与等に関する条例の一部改正についての件を議

題といたします。 

 提出者から提案理由の説明を求めます。 

 酒森町長。 

○酒 森 町 長 

 ただいま議題となりました議案第３０号につきまして、提案理由のご説明を申し上げま

す。 

 本件につきましては、大樹町長等の給与等に関する条例の一部改正をお願いするもので、

議案第２９号でお認めいただいたとおり、一般職員の期末手当の支給率が改正され、期末手

当と勤勉手当の支給率の合計が年間で４.３０か月分となりました。従前から特別職におけ

る期末手当の年間支給率等につきましては一般職員と同様としておりますので、今回改正を
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お願いするものであります。 

 内容につきましては、総務課長より説明をいたさせますので、ご審議の上、議決賜ります

ようお願いを申し上げ、提案理由の説明を終わらせていただきます。 

○議   長 

 吉田総務課長。 

○吉田総務課長 

 議案第３０号大樹町長等の給与等に関する条例の一部改正について説明させていただき

ます。 

今回の改正の概要でございますが、町長、副町長、教育長に支給する期末手当の支給率を

一般職員の期末手当と勤勉手当を合わせた率と同様に１００分の１５、０.１５か月分引下

げるもので、現在の４.４５か月分を４.３０か月分とするものございます。また、来月に支

給する６月分の期末手当に関する特例措置についても、一般職員と同様に行うものです。 

それでは、内容を説明させていただきます。 

次の表の改正前の欄に掲げる規定を改正後の欄に掲げる規定に改正する。 

表中、第６条第２項は、期末手当の算定方法を規定しており、改正前の支給率は、６月、

１２月それぞれ「１００分の２２２.５」ですが、改正後は、６月、１２月それぞれ１００

分の７.５、０.０７５か月分引下げ、「１００分の２１５」とするものでございます。 

最後に、附則になりますが、この条例の施行日は公布の日とし、第２項では、来月に支給

する６月分の期末手当に関する特例措置について、一般職員と同様に行うため規定しており

ます。 

以上で、説明を終わらせていただきます。 

○議   長 

提案理由の説明が終わりました。 

 これより、質疑に入ります。質疑はありませんか。 

（なしの声あり） 

○議   長 

 質疑なしと認めます。 

これをもって、質疑を終了いたします。 

 これより、討論に入ります。討論はありませんか。 

       （なしの声あり） 

○議   長 

 討論なしと認めます。 

 これをもって、討論を終了いたします。 

 これより、議案第３０号大樹町長等の給与等に関する条例の一部改正についての件を採決

いたします。 

 お諮りします。 
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 本案は、原案のとおり決することにご異議はありませんか。 

（異議なしの声あり） 

○議   長 

 ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第７ 議案第３１号 

○議   長 

 日程第７ 議案第３１号大樹町議会議員の議員報酬、費用弁償等に関する条例の一部改正

についての件を議題といたします。 

 提出者から提案理由の説明を求めます。 

 酒森町長。 

○酒 森 町 長 

 ただいま議題となりました議案第３１号につきまして、提案理由のご説明を申し上げま

す。 

 本件につきましては、大樹町議会議員の議員報酬、費用弁償等に関する条例の一部改正を

お願いするもので、先の議案でお認めいただきましたとおり、一般職員の期末手当の支給率

等が改正されたことを受け、特別職の期末手当の年間の合計支給率等が改正されました。従

前から議会議員における期末手当の支給率等につきましても、一般職員並びに特別職と同様

としておりますので、今回改正をお願いするものであります。 

 内容につきましては、総務課長より説明いたさせますので、ご審議の上、議決賜りますよ

うお願いを申し上げ、提案理由の説明を終わらせていただきます。 

○議   長 

 吉田総務課長。 

○吉田総務課長 

 議案第３１号大樹町議会議員の議員報酬、費用弁償等に関する条例の一部改正について説

明させていただきます。 

今回の改正の概要でございますが、議会議員に対する期末手当の支給率につきましては、

従前から原則として一般職員、特別職と同率としてきていることから、今回、同様に１００

分の１５、０.１５か月分引き下げるもので、現在の４.４５か月分を４.３０か月分とする

ものございます。また、一般職員、特別職と同様に、来月に支給する６月分の期末手当に関

する特例措置についても同様に行うものです。 

それでは、内容を説明させていただきます。 

次の表の改正前の欄に掲げる規定を改正後の欄に掲げる規定に改正する。 

表中、第４条第２項は、期末手当の算定方法を規定しており、改正前の支給率は、６月、

１２月それぞれ「１００分の２２２.５」ですが、改正後は、６月、１２月それぞれ１００
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分の７.５、０.０７５か月分引下げ、「１００分の２１５」とするものでございます。 

最後に、附則になりますが、この条例の施行日は公布の日とし、第２項では、来月に支給

する６月分の期末手当に関する特例措置について、一般職員、特別職と同様に行うため規定

しております。 

以上で、説明を終わらせていただきます。 

○議   長 

提案理由の説明が終わりました。 

 これより、質疑に入ります。質疑はありませんか。 

（なしの声あり） 

○議   長 

 質疑なしと認めます。 

これをもって、質疑を終了いたします。 

 これより、討論に入ります。討論はありませんか。 

       （なしの声あり） 

○議   長 

 討論なしと認めます。 

 これをもって、討論を終了いたします。 

 これより、議案第３１号大樹町議会議員の議員報酬、費用弁償等に関する条例の一部改正

についての件を採決いたします。 

 お諮りします。 

 本案は、原案のとおり決することにご異議はありませんか。 

（異議なしの声あり） 

○議   長 

 ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

休憩をいたします。 

 

休憩 午前１０時５０分 

再開 午前１１時０５分 

 

○議   長 

 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

 

◎日程第８ 議案第３２号 

○議   長 

 日程第８ 議案第３２号大樹町税条例等の一部改正についての件を議題といたします。 
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 提出者から提案理由の説明を求めます。 

 酒森町長。 

○酒 森 町 長 

 ただいま議題となりました議案第３２号につきまして、提案理由のご説明を申し上げま

す。 

 本件につきましては、大樹町税条例等の一部改正についてお願いするもので、地方税法等

の一部を改正する法律等が本年３月に公布されたことに伴い、大樹町税条例及び大樹町税条

例等の一部を改正する条例について、所要の改正を行うため、今回ご提案申し上げるもので

あります。  

内容につきましては、住民課長より説明いたさせますので、ご審議の上、議決賜りますよ 

うお願いを申し上げ、提案理由の説明を終わらせていただきます。  

○議   長 

水津住民課長。  

○水津住民課長 

議案第３２号大樹町税条例等の一部改正について説明させていただきます。 

改正の内容に先立ちまして概要から説明させていただきます。 

今回の改正条例は、２条から構成しており、第１条では、大樹町税条例の一部改正を行う

ものと、第２条では、令和３年５月に議決いただきました大樹町税条例等の一部改正する条

例の一部改正を行うものでございます。  

改正の主なものとしまして、町民税の関係では、町民税に係る給与所得者、または公的年

金等受給者の扶養親族等の申告方法の見直し、住宅借入金に係る特別税額控除の期間の拡

充、金融所得課税の申告方法の整理、外国税額控除について国税における諸制度の取扱規定

の整備を行うものでございます。 

固定資産税の関係では、商業地の固定資産税の負担調整措置の変更、固定資産課税台帳の

閲覧及び証明の交付の特例措置の追加、熱損失防止改修工事等の対象期間の延期の整備を

行ってございます。 

それでは、条文に沿いまして第１条から説明させていただきます。  

表の改正前の欄に掲げる規定を改正後の欄に掲げる規定に改正するものでございます。 

なお、法令の改正により、条例で引用しております条項にずれが生じたものの改正、それ

から字句の表現方法が改められたことによる改正など、規定している内容に変更点が無いも

のにつきましては、説明を省略させていただきます。  

まず１ページ、第１８条の４は、納税証明書についての規定でございます。改正条文の２

行目、納税証明書の交付方法について、括弧書きを追加したものでございます。追加した内

容は、ＤＶ被害者に対する支援措置を運用で行っていたものを法令上明確にすることになっ

たものでございます。 

１ページから２ページにかけまして、第３３条第４項及び第６項は、所得割の課税標準に
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ついての規定でございます。特定配当金等と特定株式等譲渡所得金額などの金融所得課税の

申告について、所得税の確定申告と併せて個人住民税の申告もできるように一体化した課税

方式に変更となったものでございます。 

４ページをお開き願います。 

第３４条の９、１項及び２項は、配当割額、または株式等譲渡所得割額の控除についての

規定でございます。第３３条と同じ特定配当金等と特定株式等譲渡所得金額の金融所得課税

の控除に係る個人住民税申告も確定申告により行うことができるように変更となったもの

でございます。 

５ページから９ページにかけまして、第３６条の３は、文言の修正で、第３６条の２、第

３６条の３の２、第３６条の３の３は、町民税の申告、個人の町民税に係る給与所得者の扶

養親族等申告、公的年金受給者の扶養親族等申告書についての規定でございます。給与所得

者の扶養親族等申告書及び公的年金等受給者の扶養親族等申告書に当該配偶者等の氏名を

記載するよう所要の措置が必要になったものでございます。 

次に、１０ページから１１ページにかけまして、第７３条の２、第７３条の３は、固定資

産課税台帳の閲覧手数料と証明書の交付手数料についての規定でございます。固定資産課税

台帳の閲覧及び証明書の交付事務において、ＤＶ被害者に対する支援措置を運用で行ってい

たものを法令上明確にすることとなったものでございます。 

１１ページをお開きください。 

附則第７条の３の２につきまして、個人の町民税の住宅借入金等特別税控除についての規

定でございます。所得税の住宅ローン控除に係る改正により、控除期間が現行の令和１５年

から２０年に延長されることになり、５年の延長期間中も現行制度と同じく控除限度額の範

囲内で所得税額から控除し、控除し切れなかった分については、個人住民税税額から控除す

る改定となってございます。 

１４ページをお開き願います。 

附則第１２条は、宅地等に対して課する固定資産税の特例についての規定でございます。

第１項では、土地に係る固定資産の負担調整措置について、景気回復に万全を期するため、

令和４年度に限りの措置として、商業地等に係る令和４年度分の課税標準額を令和３年度の

課税標準額に令和４年度の評価額の現行５％から２.５％にしたものを加算した額に特例措

置されたものです。 

１５ページをお開き願います。 

附則第１６条の３は、上場株式等に係る配当所得等に係る町民税の課税の特例についての

規定でございます。法律改正に合わせて申告分離課税を所得税での適用がある場合に限り住

民税においても申告分離課税を適用する規定でございます。 

１６ページをお開き願います。 

附則第２０条の２は、特例適用利子等及び特例適用配当等に係る個人の町民税の課税の特

例についての規定でございます。外国居住等の所得税等に対する相互主義による所得税の非
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課税等に関する法律改正に合わせて改正になったものでございます。 

１７ページをお開き願います。 

附則の第２０条の３は、条約適用利子等及び条約適用配当等に係る個人の町民税の課税の

特例についての規定でございます。租税条約等の実施に伴う所得税法、法人税法及び地方税

法の特例に関する法律改正に合わせた改正となったものでございます。 

次に、２０ページでは、本改正条例の第２条となっております。 

第３６条の３の３は、個人の住民税に係る公的年金等受給者の扶養親族申告について、こ

の条項は、令和３年度に条例改正し、令和６年１月１日施行するものを、今年の条例改正で

令和６年の施行に向けて令和５年１月１日施行分として、必要な部分を改正するものでござ

います。 

次に、２１ページでは、本条例の改正附則になります。 

第１条では、施行期間について規定しており、令和４年４月１日から施行しますが、第１

項の施行日を令和５年１月１日、第２号の施行日を令和６年１月１日、第３号の施行日を令

和６年４月１日と定めてございます。 

第２条では、施行日が令和６年４月１日から施行するもので、納税証明に関する経過措置

を定めてございます。 

第３条では、１号から２号で記載の条文の施行日をそれぞれ令和５年１月１日と３号で記

載の条文の施行日を令和６年１月１日と定めており、町民税に関する経過措置を定めてござ

います。 

第４条では、１号から２号まで記載の条文の施行日を令和４年４月１日、３号から４号ま

で記載の条文の施行日を令和６年４月１日と定めており、固定資産税に関する経過措置を定

めてございます。 

以上で、説明を終わらせていただきます。 

○議   長 

提案理由の説明が終わりました。  

これより、質疑に入ります。 質疑はありませんか。 

菅敏範君。 

○菅敏範議員 

 この改正で、第３６条の２、それから第３６条の３の３について、非常に括弧書きが多く

て、内容の理解が困難な部分がたくさんあったのですが、一つだけ、２０ページの第３６条

の３の３第１項の中の「「扶養親族 (」の次に」となっている文章があるのですが、左括弧

があるのですけれども、右括弧が無いのですよ。この左括弧が僕は不要だと理解をしたので

すが、これはここに文字があるという判断もありますので、ここにどういう文字が入るのか

教えていただきたいと思います。 

○議   長 

 暫時休憩いたします。 
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休憩 午前１１時１８分 

再開 午前１１時２０分 

 

○議   長 

 暫時休憩を解きます。 

 黒川副町長。 

○黒川副町長 

 この改正文のところですけれども、第３６条の３の３の「扶養親族（」の次に文字を差し

込むという改正であります。もともとの文章は、扶養親族（控除対象扶養親族を除く。）と

なっておりまして、改正の分が、扶養親族括弧の後ろに、今回の「年齢１６歳未満の者又は」

を加えるということですので、括弧の後ろに「１６歳未満の者又は」を加えますと、「年齢

１６歳未満の者又は控除対象扶養親族を除く。）を有する者というふうに文章がつながるも

のでございます。 

○議   長 

菅敏範君。 

○菅敏範議員 

 僕、理解できないのですよね。かぎ括弧を超えてしまうと普通の括弧のものはもう抹消さ

れて、かぎ括弧の中に括弧書きがあるのが普通の文章だと思うのですけれども、ここのもの

は、条例改正したら、その文書が全部ここに入ってこないのではなくて、あっちにもあるの

です、こっちにもあるのですと言われると、困るような気がするのですよ。ですから、そこ

が分からないのですよ。 

それが正しければ、それでいいのですけれども、僕は不要でないのかと思ったのです。そ

れが正しくて合っているのであれば、それはいいです。削除したほうがいいものだと僕は

思っただけですから、よろしいです。 

○議   長 

 黒川副町長。 

○黒川副町長 

 正しいものとなっております。 

扶養親族の元の文章の、この部分にというところがかぎ括弧になっているのを、かぎ括弧

を抜き出してきている部分をかぎ括弧でくくっているわけです。ですから、かぎ括弧で元の

文章の扶養親族括弧までを取り出してきて、この後ろに次のかぎ括弧の文章を入れますよと

いうことですので、もともとあった括弧の文章、括弧書きのところに１６歳未満の者という

のを加える改正ですので、この書き方で正しいと思います。 

○議   長 

 よろしいですか、菅議員。いいですね。 
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 ほかに質疑はありませんか。 

（なしの声あり） 

○議   長 

 質疑なしと認めます。 

これをもって、質疑を終了いたします。 

 これより、討論に入ります。討論はありませんか。 

       （なしの声あり） 

○議   長 

 討論なしと認めます。 

 これをもって、討論を終了いたします。 

 これより、議案第３２号大樹町税条例等の一部改正についての件を採決いたします。 

 お諮りします。 

 本案は、原案のとおり決することにご異議はありませんか。 

（異議なしの声あり） 

○議   長 

 ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第９ 議案第３３号 

○議   長 

 日程第９ 議案第３３号大樹町国民健康保険税条例の一部改正についての件を議題とい

たします。 

 提出者から提案理由の説明を求めます。 

 酒森町長。 

○酒 森 町 長 

 ただいま議題となりました議案第３３号につきまして、提案理由のご説明を申し上げま

す。 

 本件につきましては、大樹町国民健康保険税条例の一部改正をお願いするもので、地方税

法等の一部を改正する法律等が本年３月に公布されたことに伴い、大樹町国民健康保険税条

例について、所要の改正を行うため、今回ご提案申し上げるものであります。  

内容につきましては、住民課長より説明いたさせますので、ご審議の上、議決賜りますよ 

うお願いを申し上げ、提案理由の説明を終わらせていただきます。  

○議   長 

水津住民課長。  

○水津住民課長 

議案第３３号大樹町国民健康保険税条例の一部改正について説明させていただきます。 



 

－ 23 － 

初めに、今回の改正内容の概要から説明させていただきます。 

 改正内容の主なものとしまして、３点ございます。  

１点目は、課税限度額の引上げをするものです。国保税は、基礎課税額、後期高齢者支援

金等課税額、介護納付金課税額の三つに分かれており、それぞれ限度額が設定されておりま

すが、このうち基礎課税額の限度額を２万円、後期高齢者支援金等課税額の限度を１万円引

き上げるものです。 

 ２点目は、税率を改正するものです。平成３０年度に国民健康保険の事業が都道府県単位

化にされ、市町村ごとの目標税額率が示されたことにより進めている改定で、被保険者に対

する激減緩和として段階的に実施しているものです。今回は、４回に分けて進めていくうち

の３回目の改正を行うものです。 

３点目は、保険税の減額に係る軽減要件を緩和するものでございます。７割軽減、５割軽

減、２割軽減の対象となる世帯の所得算定において、被保険者等の人数に応じて加算する金

額を拡大することで要件を緩和する内容となってございます。 

それでは、条文に沿いまして説明させていただきます。 

次の表の改正前の欄に掲げる規定を改正後の欄に掲げる規定に改正するものでございま

す。  

１ページ目、第２条は、課税額についての規定でございます。 

第２項では、基礎課税額について定めており、ただし書きで限度額を定めておりますが、 

改正前の「６３０,０００円」を改正後は「６５０,０００円」に改めるものでございます。 

第３項では、後期高齢者支援金等課税額について定めており、同じくただし書で限度額を

定めておりますが、改正前の「１９０,０００円」を改正後は「２００,０００円」に改める

ものでございます。 

２ページ目に移りまして、第６条、第７条の２、第７条の３は、後期高齢者支援金等の課

税率と課税額の改定で、第６条では、所得割計算に用いる率を改正前の「１００分の２.０

７」を改正後は「１００分の２.２０」に改めるものでございます。 

第７条の２では、被保険者均等割額を改正前の「６,２６０円」を改正後は「６,８９０円」

に改めるものでございます。 

第７条の３では、世帯別平等割額をそれぞれ改正後の額「８,２３２円」、「４,１１６円」、

「６,１７４円」に改めるものでございます。 

 ２ページ目から３ページ目にかけまして、第８条、第９条の２、第９条の３は、介護納付

金の納税率と課税額の改定で、第８条では、所得割計算に用いる率を改正前の「１００分の

１.０７」を改正後は「１００分の１.３０」に改めるものでございます。 

第９条の２では、被保険者均等割額を改正前の「７,０７０円」を改正後は「７,６０５円」

に改めるものでございます。 

３ページに移りまして、第９条の３では、世帯別平等割額を改正前の「５,４３０円」を

改正後は「６,１４５円」に改めるものでございます。  
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第２３条では、国民健康保険税の減額についての規定でございます。第２条の課税額の限

度額の改正に合わせまして、改正前の「６３０,０００円」を「６５０,０００円」に、同じ

く改正前の「１９０,０００円」を「２００,０００円」に改めるものでございます。 

第２３条第１号につきましては、低所得者に向けた７割軽減についての規定でございま

す。４ページ目中段に移りまして、ウでは、後期高齢者支援金等課税額の被保険者の均等割

額を改正前の「４,３８２円」を改正後は「４,８２３円」に改めるもので、エでは、被保険

者の世帯別平等割額を改正後の条文中それぞれ「５,７６３円」、「２,８８２円」「４,３

２２円」に改め、４ページから５ページにかけまして、オでは、介護納付金課税被保険者の

均等割額を改正前の「４,９４９円」を改正後は「５,３２４円」、改正前の「３,８０１円」

を「４,３０２円」に改めるものでございます。 

５ページの第２号については、５割軽減について規定でございますが、ウでは、後期高齢

者支援金等課税額の保険者の均等割額を改正前の「３,１３０円」を改正後は「３,４４５円」

に改めるもので、エでは、被保険者の世帯別平等割額を改正後の条文中それぞれ「４,１１

６円」、「２,０５８円」、「３,０８７円」に改め、５ページから６ページにかけて、オで

は、介護納付金課税被保険者の均等割額を改正前の「３,５３５円」を改正後は「３,８０３

円」、改正前の「２,７１５円」を「３,０７３円」に改めるものでございます。 

６ページの第３号につきましては、２割軽減についての規定でございます。ウでは、後期

高齢者支援金等課税額の非課税者の均等割額を改正前の「１,２５２円」を改正後は「１,

３７８円」に改めるもので、エでは、被保険者の世帯別均等割額を改正後の条文中それぞれ

「１,６４７円」、「８２４円」、「１,２３５円」に改め、６ページから７ページにかけま

して、オでは、介護納付金課税被保険者の均等割額を改正前の「１,４１４円」を改正後は

「１,５２１円」、改正前の「１,０８６円」を「１,２２９円」に改めるものでございます。 

７ページの附則第２項では、字句の修正をするものでございます。 

附則になりますが、第１項施行期日は、公布の日とし、令和４年４月１日から適用すると

しております。 

第２項適用区分では、令和４年度以後の年度分の国民健康保険税について適用し、令和３

年度分まで国民健康保険税については、なお従前の例によるものとしております。  

以上で、説明を終わらせていただきます。 

○議   長 

提案理由の説明が終わりました。  

これより、質疑に入ります。 質疑はありませんか。 

志民和義君。 

○志民和義議員 

 今回の国保税条例の一部改正についてですが、一番は、限度額の引上げです。まず、限度

額に達する人は一体何世帯ぐらい予定しているか。それから、限度額以内に抑えている自治

体は十勝管内ではどのぐらいあるのか。また、道内ではどのぐらいあるのか教えていただき
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たいと思います。 

○議   長 

水津住民課長。  

○水津住民課長 

 ただいまの質問の１点目でございますが、限度額が６３万円から６５万円に上がると、こ

れは令和３年度の所得で計算したものでございます。対象者として、６３万円の場合は８２

９世帯のうち３９世帯だったのですが、３８世帯に１世帯下がるということです。これは医

療分です。それと後期支援分につきましては、１９万円以上から２０万円になるのですが、

同じく８２９世帯のうち１９万円の場合は５７世帯、２０万円になると５３世帯になるもの

でございます。 

 それと、限度額以下の町村ですが、十勝管内では皆さま限度額いっぱいになってございま

す。道内におきましては、令和３年度ですが、医療分の限度額６３万円未満の市町村、道内

で１７７保険者がいまして、そのうち医療分については８保険者です。それから後期支援分

につきましては、同じく１７７分の１保険者です。介護分につきましては、１７７分の９保

険者となってございます。 

 以上でございます。 

○議   長 

志民和義君。 

○志民和義議員 

 限度額いっぱいのところの世帯の職業というところでは、かなり以前から農業者が多いと

言われておりました。多分そんなに変わらないのではないかと思います。むしろいろいろな

事情で、ほかの保険に移行するところもあると聞いておりまして、保険者の国保税の会計の

中でそういうような移行する人が多くなって、逆に国民健康保険が少なくなって負担が増え

ていくということが構造的にあると以前聞いておりました。 

 それで、都道府県化に伴って、今まで町が負担していた分、その後も負担しているのかど

うか。国では一時期負担するとしていたのですが、その後どうなったかということ。 

それから１７７保険者のうち医療分が８保険者、後期高齢が１保険者、介護分が９保険者

ということで、税条例を変えたとしても、実際に一部の保険者で軽減しているところがある

ということを考えれば、今回負担が３万円増えるのですけれども、負担を据え置くなり、ま

た引上げを圧縮するなりということを今後検討していったほうがいいと私は思いますがい

かがでしょうか。 

○議   長 

暫時休憩いたします。 

 

休憩 午前１１時３９分 

再開 午前１１時３９分 
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○議   長 

 暫時休憩を解きます。 

 志民和義君。 

○志民和義議員 

 限度額の引上げを、令和３年度で既に限度額に持っていっていない、低く抑えている自

治体があると。ぜひ、そういう方向に持っていってほしいと思いますがいかがですか。 

○議   長 

 酒森町長。 

○酒 森 町 長 

 ただいま、国民健康保険税条例の一部改正についてご質疑をいただいているところでもあ

ります。議員のご発言にもありましたとおり、国民保険事業に加入している加入者は減少の

一途であります。そういうところも受けて、国民健康保険事業は非常に運営が厳しい状況に

もあるとも理解しております。また、平成３０年から北海道全体で国保事業を行うという取

組の中で、全道どこに住んでいても同じ所得であれば同じ給付を受けられるということを目

途に今保険税の改定も進めているところでもあります。 

 今回、施行令の改正によるもの、または私ども町の税率改正によるものを、段階的に見直

しを進め、計画の今回は３回目という内容で保険税の改定をさせていただくということであ

ります。今後も国民健康保険事業の加入者にとっても大事な医療制度でありますので、これ

を堅持していくという意味では、今回の改正については、私は施行令での改正どおりに限度

額の引上げを行っていきたいと思っております。 

今後も、国民健康保険税条例、または改正を受けて、国民健康保険事業の円滑な事業の実

施に向けて取り組んでいきたいとも思っておりますし、特に町の税率改正の内容等について

は、国民健康保険運営協議会の委員の皆さまともご協議を経た中で進めているということに

ついてもご理解を賜りたいと思います。 

○議   長 

 志民和義君。 

○志民和義議員 

 都道府県化のときも、町として近隣町村とも一緒になって、大樹町も低くなっていたとこ

ろが急に上がるということから、誘って一緒に協力して、対策を求めて陳情に行ったという

こともあったのですね。やっぱり国保税の負担というのは重いと思いますので、引き続き国

に対策を要望していってほしいと思いますが、その考えは無いかお伺いします。 

○議   長 

 酒森町長。 

○酒 森 町 長 

 平成３０年度に一本化になるという中で、それぞれの国保事業に対する今までの考え方
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等々には差異があったというところも当然あり、私どもも特定疾患の人を少しでも減らして

いく取組を進めている中で、そういう部分で努力をしてきた部分についての北海道・国なり

の私どもに対するプラスの部分があってもいいのではないかというところで話をさせてい

ただいたところでもあります。そういう部分については、北海道も考慮いただき、私どもの

ところにもそれなりの対応を取っていただいているということもありますので、今後、制度

の中で私どもからしっかりと伝えていかなければならない点が発生した場合には、それは

しっかりやっていきたいと思っておりますし、今後も国保に加入している加入者の方々の健

康を少しでも高めていくような取組についても鋭意取り組んでいきたいと思っています。 

○議   長 

 ほかに質疑ありませんか。 

（なしの声あり） 

○議   長 

 質疑なしと認めます。 

これをもって、質疑を終了いたします。 

 これより、討論に入ります。討論はありませんか。 

 志民和義君。 

○志民和義議員 

 ただいま提案されております大樹町国民健康保険税条例の一部改正についての反対討

論を行います。 

 国民健康保険税の負担については大変重いということから、この点では、私も町長も一

致しております。今回、限度額３万円の引上げということで、自営業者、そしてまた非正

規雇用の社会保険に入っていない人たちに負担は重くなってくると考えております。ま

た、地方税法が変わったとしても、限度額以内に抑えている自治体が現に存在するという

ことから、それは可能だと考えております。ぜひ限度額内に抑えるように頑張って対策を

取ってほしいと考えております。また、コロナ感染拡大の下、こういうときには引き上げ

るべきではないと考えて、今回の国民健康保険税条例の一部改正案に反対をいたします。 

○議   長 

 次に、賛成討論の発言を許します。 

 辻本正雄君。 

○辻本正雄議員 

 ただいま議題となっております議案第３３号大樹町国民健康保険税条例の一部改正につ 

いて、賛成の立場で討論させていただきます。  

国民健康保険制度は、被保険者の皆さまが安心して医療を受けられるよう構築された制度

です。このような中で、国民健康保険税条例は、かかる医療費の総額から道費負担金等を除

いた額を被保険者全体で負担するもので、国民健康保険の被保険者の方が安定的に医療給付

を受けるための基礎となるものであります。  
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今回の改正は、地方税法施行令の改正に伴い、限度額等の改定を提案されているものであ 

りますが、所得の多い人が限度額により、それ以上課税されないことと、保険税軽減要件の

緩和を行い、中間層の被保険者に配慮した改正で、国保事業の安定経営を考慮した内容であ

ります。また、税率の改定も提案されておりますが、国保制度を維持していくために、平成

３０年度に負担割合のバランスの見直しがされており、激変を緩和するため、段階的に改定

を進めていく方針に沿った改定であります。  

したがって、本条例改正は、国保事業を円滑に進めるための適正な改正であるため、本条 

例改正に賛成いたします。  

○議   長 

次に、反対討論の発言を許します。  

ほかにありませんか。  

（なしの声あり）  

○議   長 

討論なしと認めます。  

これをもって、討論を終了いたします。  

これより、議案第３３号大樹町国民健康保険税条例の一部改正についての件を起立により

採決いたします。  

本案は、原案のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。 

（賛成者起立）  

○議   長 

お座りください。 起立１０人であります。  

よって、本案は原案のとおり可決されました。  

休憩いたします。 

 

休憩 午前１１時５０分 

再開 午後 １時００分 

 

○議   長 

 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

 

   ◎日程第１０ 議案第３４号 

○議   長 

 日程第１０ 議案第３４号令和４年度大樹町一般会計補正予算(第１号)についての件を

議題といたします。 

 提出者から提案理由の説明を求めます。 

 酒森町長。 
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○酒 森 町 長 

 ただいま議題となりました議案第３４号につきまして、提案理由のご説明を申し上げま

す。 

 本件につきましては、令和４年度大樹町一般会計補正予算(第１号)をお願いするもので、

今回は、歳入歳出それぞれ１,３６２万２,０００円の追加と繰越明許費の追加、債務負担行

為の廃止、地方債の変更であります。 

 内容につきましては、総務課長から説明をいたさせますので、ご審議の上、議決賜ります

ようお願いを申し上げ、提案理由の説明を終わらせていただきます。 

○議   長 

 吉田総務課長。 

○吉田総務課長 

 議案第３４号令和４年度大樹町一般会計補正予算(第１号)について説明させていただき

ます。 

 今回の補正は、歳入歳出それぞれ１,３６２万２,０００円を追加し、歳入歳出予算の総額

をそれぞれ７７億９,３６２万２,０００円とするとともに、繰越明許費の追加、債務負担行

為の廃止、地方債の変更を行うものでございます。 

 最初に、資料で説明させていただきますので、３ページをお開き願います。 

 ３ページ、総務費、財産管理費、町有地・建物維持管理経費、需用費で２５５万６,００

０円の増。財源は全て一般財源で、４月１日から運用開始した大樹町スマート街区事業にお

いて、新設となったエネルギー棟太陽光発電設備の電気料を当初予算で計上していなかった

ことから、需用費、光熱水費の増額をお願いするものでございます。 

同じく３ページ、土木費、道路維持費、土木車両更新事業、備品購入から公課費まで１,

１０６万６,０００円の増。財源は全て一般財源で、当初予算でダブルピックトラック１台

を北海道市町村備荒資金組合車両譲渡事業により購入することで予算を組んでおりました

が、車両部品の不足などにより、令和４年度中の納品が間に合わず、年度内の納品が前提の

備荒資金組合の車両譲渡事業を活用できないことから、町が直接事業者より購入することに

変更するものです。 

同じく３ページ、教育費、体育施設費、海洋センター維持管理費、大樹町民プール新築工

事に伴い、公益財団法人ブルーシー・アンド・グルーンランド財団より１億円の助成金の交

付が決定したことから、財源の組替えを行うもので、事業費の補正はございません。 

以上、合計補正額１,３６２万２,０００円の増。財源内訳は、特定財源では、町債と諸収

入の助成金の相殺により増減はありません。一般財源が１,３６２万２,０００円の増となる

ものでございます。 

次に、第１表歳入歳出予算補正の歳出を説明させていただきますので、２ページをお開き

ください。 

歳出合計、補正前の額７７億８,０００万円。補正額、２款総務費と８款土木費で１,３６
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２万２,０００円の増。補正後の歳出合計７７億９,３６２万２,０００円。 

続いて、歳入を説明させていただきますので、１ページをお開きください。 

歳入合計、補正前の額７７億８,０００万円。補正額、１９款繰入金から２２款町債まで

１,３６２万２,０００円の増。補正後の歳入合計７７億９,３６２万２,０００円となるもの

でございます。 

続きまして、第２表繰越明許費補正を説明いたしますので、４ページをお開き願います。 

第２表繰越明許費補正、繰越明許費の追加であります。 

８款土木費、２項道路橋梁費、土木車両更新事業で、金額が１,１１９万４,０００円。ダ

ブルピックトラックの購入にあたり、納入時期が翌年度となるため、その費用を次年度に繰

り越すものでございます。 

次に、第３表債務負担行為補正を説明いたしますので、５ページをお開き願います。 

第３表債務負担行為補正、債務負担行為の廃止であります。 

ダブルピックトラック譲渡事業償還金について、備荒資金組合車両譲渡事業の活用を取り

やめたため、廃止をするものでございます。 

次に、第４表地方債補正を説明いたしますので、６ページをお開き願います。 

内容は、地方債の変更であります。歳出で説明のとおり、大樹町民プール新築工事に伴い、

１億円の助成金の交付が決定されたことから、過疎対策事業の限度額を１億円減額し、７億

２８０万円に変更するもので、起債の方法、利率及び償還方法につきましては、補正前と同

じでございます。 

以上で、説明を終わらせていただきます。 

○議   長 

 提案理由の説明が終わりました。 

 これより、質疑に入ります。質疑はありませんか。 

 菅敏範君。 

○菅敏範議員 

１０款教育費について伺います。 

６項保健体育費の２目体育施設費であります。歳入であるのは、地域海洋センター修繕助

成金として１億円が助成されているのですが、１億円の使途については、海洋Ｂ＆Ｇの修繕

費ではなくて、新設予定のプール建設事業費として活用するという理解でよろしいですか。 

○議   長 

松久社会教育課長。 

○松久社会教育課長兼図書館長 

 ただいまの地域海洋センター修繕助成金の関係なのですけれども、内容につきましては、

Ｂ＆Ｇ財団から無償譲渡された施設で、上屋付プールを建替えして屋内温水化、もしくは屋

根固定化などを行ったプールに建替えした場合、上限１億円ということでの助成でございま

す。 
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○議   長 

ほかに質疑はありませんか。 

（なしの声あり） 

○議   長 

 質疑なしと認め、これをもって、質疑を終了いたします。 

 これより、討論に入ります。討論はありませんか。 

       （なしの声あり） 

○議   長 

 討論なしと認めます。 

 これをもって、討論を終了いたします。 

 これより、議案第３４号令和４年度大樹町一般会計補正予算(第１号)についての件を採決

いたします。 

 お諮りします。 

 本案は、原案のとおり決することにご異議はありませんか。 

（異議なしの声あり） 

○議   長 

 ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第１１ 議案第３５号 

○議   長 

 日程第１１ 議案第３５号工事請負契約の締結についての件を議題といたします。 

 提出者から提案理由の説明を求めます。 

 酒森町長。 

○酒 森 町 長 

 ただいま議題となりました議案第３５号につきまして、提案理由のご説明を申し上げま

す。 

 本件につきましては、工事請負契約の締結についての議決をお願いするものであります。 

工事名は、大樹町役場庁舎建設工事（外構第２工区）。 

工事の施工場所は、大樹町東本通３３番地。 

契約方法は、公募型指名競争入札。 

契約金額は、１億４,０８０万円。 

契約の相手先は、北海道アルファ・間・菊池特定建設工事共同企業体。代表者、大樹町字

振別１４５番地６、株式会社北海道アルファ、代表取締役、米山豊。 

工事内容は、舗装工で、第２駐車場が面積１,１７９.４平方メートル、第３駐車場が面積

３,１０８.１平方メートル、第２号道路が延長１３７メートル。 



 

－ 32 － 

工期は、契約締結日の翌日から令和５年７月３１日までであります。 

なお、議案下段に条例の関係部分を抜粋して掲載しておりますので、ご参照の上、議決賜

りますようお願いを申し上げ、提案理由の説明を終わらせていただきます。 

○議   長 

 提案理由の説明が終わりました。 

 これより、質疑に入ります。質疑はありませんか。 

 船戸健二君。 

○船戸健二議員 

 第２工区の外構工事の際、役場前の交差点と小学生の通学路等、子ども達の安全確保が一

番重要になってくると思います。子ども達の安全対策がしっかり取れるような体制になって

いるのかどうかお聞きします。 

○議   長 

 奥建設水道課長。 

○奥建設水道課長兼下水終末処理場長 

 外構の第２工区の工事範囲としましては、旧庁舎の南側の駐車場を一体的に整備する計画

となってございます。本議案をお認めいただきまして、本契約が済みましたら、決定した施

工業者と小学校の通学路にある歩道、もしくは小学生の送迎に向かわれている車両の出入り

に支障がないよう、ある程度の工区分けを実施して、小学生もしくはその保護者が使いそう

な範囲につきましては、週末、もしくは小学校の休日を利用するような施工を進めていって、

それらの安全には十分注意して確保していきたいと考えています。 

○議   長 

 ほかに質疑ありませんか。 

 西山弘志君。 

○西山弘志議員 

 今、議員が言われたように、あそこの歩道の段差、小学校通と駐車場の段差、がんと落ち

るからとバリケードをしているので、あれを何とかしてほしいのと、見ていると、役場の職

員の方々が駐車場に車を入れるということで、すごく混雑して、あとスクールバスが入り、

送迎の車が入り、あそこがかなりの渋滞を起こしているということで、役場の職員の方々、

父兄の送迎の方々だけでも、１本信号の向こうから中に入るというような策は無いでしょう

か。 

○議   長 

 奥建設水道課長。 

○奥建設水道課長兼下水終末処理場長 

 今ご質問にあることは、歩道を通行する小学生の安全確保についてだと理解しているので

すけれども、歩道を切り下げてどこからでも車両が歩道に乗り上げられるような状況が、歩

行者にとって安全確保されるかどうかという議論もありますので、今の外構の設計の中で
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は、南側の駐車場の出入りについては１か所に制限する形を取っております。 

ですので、今後に向けて、教育委員会との連絡調整もしながら、小学生の送迎で降ろす場

所ですとかといったものをある程度ルールを決めて、さらに安全確保していきたいと考えて

います。 

○議   長 

西山弘志君。 

○西山弘志議員 

 今言われたのは１か所にするということですね。実際に見たら、子ども達が渡っていて、

車が駐車場に入るとすると、子ども達が歩いていて入れないということで、あそこは渋滞に

なっているのです。分かるかな、言っている意味。それを解消するためにどうしたらいいか

と質問なのですよ。 

○議   長 

暫時休憩いたします。 

 

休憩 午後 １時１５分 

再開 午後 １時１５分 

 

○議   長 

 暫時休憩を解きます。 

 ほかに質疑はありませんか。 

（なしの声あり） 

○議   長 

 質疑なしと認めます。 

これをもって、質疑を終了いたします。 

 これより、討論に入ります。討論はありませんか。 

       （なしの声あり） 

○議   長 

 討論なしと認めます。 

 これをもって、討論を終了いたします。 

 これより、議案第３５号工事請負契約の締結についての件を採決いたします。 

 お諮りします。 

 本案は、原案のとおり決することにご異議はありませんか。 

（異議なしの声あり） 

○議   長 

 ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 
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◎日程第１２ 議案第３６号 

○議   長 

 日程第１２ 議案第３６号工事請負契約の締結についての件を議題といたします。 

 提出者から提案理由の説明を求めます。 

 酒森町長。 

○酒 森 町 長 

 ただいま議題となりました議案第３６号につきまして、提案理由のご説明を申し上げま

す。 

 本件につきましては、工事請負契約の締結についての議決をお願いするものであります。 

工事名は、旧役場庁舎解体工事。 

工事の施工場所は、大樹町東本通３３番地。 

契約方法は、公募型指名競争入札。 

契約金額は、１億５,５８７万円。 

契約の相手先は、川田・髙橋特定建設工事共同企業体。代表者、帯広市東５条南５丁目１

番地、川田工業株式会社、代表取締役、川田章博。 

工事内容は、解体工事で、旧役場庁舎、ＲＣ造４階建、延べ床面積３,４４０.２６７平方

メートル。 

工期は、契約締結日の翌日から本年１１月３０日までであります。 

なお、議案下段に条例の関係部分を抜粋して掲載しておりますので、ご参照の上、議決賜

りますようお願いを申し上げ、提案理由の説明を終わらせていただきます。 

○議   長 

 提案理由の説明が終わりました。 

 これより、質疑に入ります。質疑はありませんか。 

菅敏範君。 

○菅敏範議員 

 議案第３６号の解体工事の工期が、令和４年１１月３０日までになっているわけですよ。

それで、先に議決された議案第３５号の外構第２工区の期限が、令和５年７月３１日であり

ます。二つの関連性でもって、解体工事が進行している段階では、議案第３５号の外構第２

工区については着手しないということなのか、連携を取りながら着手させるということなの

かその辺伺いたいと思います。 

○議   長 

 奥建設水道課長。 

○奥建設水道課長兼下水終末処理場長 

 ご質問にあります外構第２工区と旧庁舎の解体工事の二つの工事につきましては、おのお

の連絡調整を図りながら同時的に進行させていく予定としております。当然どちらの工事も
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搬入車両が多いことが想定されますので、先ほど説明しましたように、小学校の安全性も確

保しながら、工期内の事故がないようにしっかり調整を取りながら進めていく予定としてお

ります。 

○議   長 

 ほかに質疑はありませんか。 

船戸健二君。 

○船戸健二議員 

 公募型指名競争入札ということで、入札参加資格要件の内容の確認をしたいので、説明を

お願いします。それと、公募型指名競争入札を選んだ理由についても、２点お聞きします。 

○議   長 

 吉田総務課長。 

○吉田総務課長 

 １点目の特定建設工事共同企業体の要件でございますが、まず一つとして、特定建設業の

許可並びに解体工事を有するものとし、過去１５年間に鉄筋コンクリート造３階建、かつ１,

５００平方メートル程度の解体工事の元請けとして施工実績があることが一つの要件と

なってございます。それに基づきまして、当町では、旧庁舎に関しましては面積が広く新庁

舎の位置関係も近く、建物が４階である、またアスベストの除去等が必要であることから、

それなりの実績が必要と考えました。その中で、町内ではなかなか１社でという形の指名は

できないことから、従前どおり特定建設工事共同企業体という形で、町内の事業者も受注で

きるような機会を設けた方法を取ってございます。 

○議   長 

ほかに質疑はありませんか。 

（なしの声あり） 

○議   長 

 質疑なしと認めます。 

これをもって、質疑を終了いたします。 

 これより、討論に入ります。討論はありませんか。 

       （なしの声あり） 

○議   長 

 討論なしと認めます。 

 これをもって、討論を終了いたします。 

 これより、議案第３６号工事請負契約の締結についての件を採決いたします。 

 お諮りします。 

 本案は、原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

（異議なしの声あり） 

○議   長 
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 ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第１３ 議案第３７号から日程第１５ 議案第３９号 

○議   長 

 日程第１３ 議案第３７号から日程第１５ 議案第３９号の工事請負契約の締結につい

ての３件を一括議題といたします。 

 提出者から提案理由の説明を求めます。 

 酒森町長。 

○酒 森 町 長 

 ただいま一括議題とされました議案第３７号から議案第３９号までの提案理由のご説明

を申し上げます。 

 最初に、議案第３７号につきまして申し上げます。 

本件につきましては、工事請負契約の締結についての議決をお願いするものであります。 

工事名は、大樹町民プール新築工事（建築主体）及び外構工事。 

工事の施工場所は、大樹町双葉町４番地１。 

契約方法は、公募型指名競争入札。 

契約金額は、３億５,８０５万円。 

契約の相手先は、川田・エフリード・菊池特定建設工事共同企業体。代表者、帯広市東５

条南５丁目１番地、川田工業株式会社、代表取締役、川田章博。 

工事内容は、建築工事及び外構工事で、建物は鉄骨造平屋建、延べ床面積８０４.５７平

方メートル。 

工期は、契約締結日の翌日から令和５年３月１５日までであります。 

次に、議案第３８号につきまして提案理由のご説明を申し上げます。 

本件につきましても、工事請負契約の締結についての議決をお願いするものであります。 

工事名は、大樹町民プール新築工事（電気設備）。 

工事の施工場所は、大樹町双葉町４番地１。 

契約方法は、指名競争入札。 

契約金額は、６,０９４万円。 

契約の相手先は、大樹町字下大樹１８９番地２５、勝海電気株式会社、代表取締役、勝海

敏正。 

工事内容は、大樹町民プール新築工事に伴う電気設備工事一式で、電灯設備、空調電源設

備等記載のとおりであります。 

工期は、契約締結日の翌日から令和５年３月１５日までであります。 

次に、議案第３９号につきまして提案理由のご説明を申し上げます。 

本件につきましては、工事請負契約の締結についての議決をお願いするもので、工事名は、
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大樹町民プール新築工事（機械設備）。 

工事の施工場所は、大樹町双葉町４番地１。 

契約方法は、公募型指名競争入札。 

契約金額は、１億５,２３５万円。 

契約の相手先は、奥原・上野・北海道アルファ特定建設工事共同企業体。代表者、帯広市

西２０条北１丁目３番３０号、株式会社奥原商会、代表取締役、奥原宏。 

工事内容は、大樹町民プール新築工事に伴う機械設備工事で、暖房設備、換気設備等記載

のとおりであります。 

工期は、契約締結日の翌日から令和５年３月１５日までであります。 

なお、それぞれ議案下段に条例の関係部分を抜粋して掲載しておりますので、ご参照の上、

議決賜りますようお願いを申し上げ、提案理由の説明を終わらせていただきます。 

○議   長 

 提案理由の説明が終わりました。 

 これより、質疑に入ります。質疑はありませんか。 

 船戸健二君。 

○船戸健二議員 

 以前、基本設計の際にも質問させていただきましたが、採暖室の広さについてお聞きしま

す。 

採暖室の広さは、７平方メートルということで約３.８畳、その後検討していただけるの

かどうかというのを質問させていただいたのですが、今回の図面で見るとおり７平方メート

ルになっていますので、どのような検討をされたのかお伺いします。 

○議   長 

松久社会教育課長。 

○松久社会教育課長兼図書館長 

 サウナの関係だと思うのですが、一応乾式サウナということで検討はしてまいりました。

ただ、全体の面積が決まった中でどのようにやれば効率よくプールが利用できるか、その点

を教育委員会や建設課等々いろいろ検討した結果、７平方メートル、一応５人から６人程度

かと思うのですが、それで利用といいますか、やっていくというところで話合いを持ってお

ります。 

○議   長 

船戸健二君。 

○船戸健二議員 

 もう１点いいですか。 

幼児用プールが、皆さまが利用するプールと一体式になっているので、幼児用プールを別

にすることというのは検討されたのかどうかお聞きします。 

○議   長 
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松久社会教育課長。 

○松久社会教育課長兼図書館長 

 ご質問にあった幼児用と低学年用プールなのですが、今現在は別になっているのですけれ

ども、今回一体型という形にさせていただきました。ただ、一体型となっても、幼児用・低

学年用プールと一般用の境にフェンスを設けてありますので、安全面には十分配慮した形に

はなっております。 

○議   長 

 ほかに質疑はありませんか。 

（なしの声あり） 

○議   長 

 質疑なしと認めます。 

これをもって、質疑を終了いたします。 

 これより、討論に入ります。討論はありませんか。 

       （なしの声あり） 

○議   長 

 討論なしと認めます。 

 これをもって、討論を終了いたします。 

 これより、議案第３７号工事請負契約の締結についての件を採決いたします。 

 お諮りします。 

 本案は、原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

（異議なしの声あり） 

○議   長 

 ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 これより、議案第３８号工事請負契約の締結についての件を採決いたします。 

 お諮りします。 

 本案は、原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

（異議なしの声あり） 

○議   長 

 ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

これより、議案第３９号工事請負契約の締結についての件を採決いたします。 

 お諮りします。 

 本案は、原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

（異議なしの声あり） 

○議   長 
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 ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第１６ 議案第４０号 

○議   長 

 日程第１６ 議案第４０号財産の取得についての件を議題といたします。 

 提出者から提案理由の説明を求めます。 

 酒森町長。 

○酒 森 町 長 

 ただいま議題となりました議案第４０号につきまして、提案理由のご説明を申し上げま

す。 

 本件につきましては、財産の取得についての議決をお願いするものであります。 

取得しようとする財産の種類は、物品。 

名称は、防疫車。 

数量は、一式。 

取得金額は、１,９６９万円。 

取得の方法は、北海道市町村備荒資金組合車両譲渡事業による譲渡。 

取得の相手方は、札幌市中央区北４条西６丁目、北海道市町村備荒資金組合、組合長、山

口幸太郎であります。 

北海道市町村備荒資金組合車両譲渡事業は、市町村が必要とする車両等を備荒資金組合が

肩代わりする形で購入し、市町村は組合との譲渡契約により譲渡を受け、その代金を７年以

内に支払う制度であり、本件に係る債務負担行為は、当初予算でお認めいただいているとこ

ろであります。 

参考として、納入期限は、令和５年３月３１日。 

仕様概要は記載のとおりであり、支払期限は７年で、備荒資金組合の契約の相手方は、帯

広市西２４条南１丁目４番地２、山田機械工業株式会社、代表取締役、山田理起三でありま

す。 

なお、議案下段に条例の関係部分を抜粋して掲載しておりますので、ご参照の上、議決賜

りますようお願いを申し上げ、提案理由の説明を終わらせていただきます。 

○議   長 

 提案理由の説明が終わりました。 

 これより、質疑に入ります。質疑はありませんか。 

 菅敏範君。 

○菅敏範議員 

 防疫車の納入期限が令和５年３月３１日になっているのですが、今使用しているものが古

いものであれば、なるべく早い時期に納入できるのであれば納入されて、実際に活用するこ
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とが有効であると思うのですが、仕様の関係か何かでもってぎりぎり年度末ぐらいにならな

いと納入できない状況があるのか、それとも、一応期限は３月３１日ですけれども、早めに

車両が届いて利用できるということがあるのか、そこだけお聞きしたいと思います。 

○議   長 

 松木農林水産課長。 

○松木農林水産課長兼町営牧場長 

 防疫車の関係でございますけれども、実は、道内で２社が取扱いできるということで調整

させていただきました。いずれの会社も、まず製造に半年以上、間違いなくかかると。今の

物品状況から見ると、できるだけ納期を遅くしてもらいたいということで、少なくとも出来

上がるのが早くて今年１２月ぐらいということでございます。 

それで一応３月末の納期にしてございますけれども、今現在使っている防疫車は１１月ぐ

らいまで動くのですけれども、少なくともそれには間に合わないということが明らかに受注

者側からあらかじめ申し上げられていますので、こういう対応を取らせていただきました。 

以上です。 

○議   長 

 ほかに質疑ありませんか。 

 齊藤徹君。 

○齊藤徹議員 

 従来の防疫車ですけれども、初期登録から何年たっているのか。それと、走行距離数をま

ずお伺いしたいのですけれども。 

○議   長 

 松木農林水産課長。 

○松木農林水産課長兼町営牧場長 

 申し訳ありません。正確なものを今現在、手元に持っていないのですけれども、購入は平

成１０年代の前半でございます。 

走行距離につきましては、手持ち資料ございませんけれども、少なくとも１日に５０キロ

ぐらい走って、年間１２０日ぐらい、６，０００キロとか動いていますので、かなりの距離

にはなっているかと思います。正式な数字は、申し訳ありません。 

○議   長 

齊藤徹君。 

○齊藤徹議員 

 分かりました。 

 それで、現在も使っているので、今後、導入した段階で、この車両は廃車にしてしまうの

か、例えば競売とかいろいろあるのですけれども、そういう考え方は持っていないのかお伺

いしたいのですけれども。 

○議   長 
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 松木農林水産課長。 

○松木農林水産課長兼町営牧場長 

 現有車両でございますけれども、いろいろ修理をしながら使ってございますけれども、ま

だ車両として走っている、今年も走ります。また、ポンプも修理しながら動いているのです

けれども、こちらにつきましては、何らかの形で、例えば引き続き消毒とかにも使える可能

性がありますので、まず競売でお買い求めいただけるのであれば処分したいと。お買い求め

される方がいらっしゃらないということであれば、雑品での処理になろうかと考えてござい

ます。 

 以上です。 

○議   長 

齊藤徹君。 

○齊藤徹議員 

 できれば、もし競売で希望者がいれば、競売したほうがいいのかと思うのです。町民の財

産で買っていますので、少しでも財政にゆとりを持たすために、大した金額にならないと思

うのですけれども。 

 最後ですけれども、防疫車ですから、大体使用場所は特定されているのですよね、ほとん

ど農家なのですけれども。今後の運営について、ランニングコストや何かかかるのですけれ

ども、その辺従来どおりのランニング経費でいくのか、それとも生産者団体と協議しながら

お互いに持ち出しということを考えているのか、それについてお伺いします。 

○議   長 

 松木農林水産課長。 

○松木農林水産課長兼町営牧場長 

 まず１点目、今回車両を更新するのですけれども、車両の更新費の２分の１につきまして

は、大樹町農業協同組合、忠類農業協同組合にご負担をいただく予定でございます。これか

ら７年間かけて償還してまいりますので、毎年償還額の２分の１につきましては、両ＪＡか

らの負担となるものでございます。 

 また、運営の部分なのですけれども、今現在の防疫車両というのは、薬剤を２種類積んで

ございます。ただ、法律の変更によりまして、２種類のタンクを積むというのが認められな

いということになりましたので、新防疫車になりますと、１種類の薬剤になりますので、散

布する人数の見直しといった形は考えられるのだろうと。 

また、通常の毎年の運営につきましても、農協のほうから、上限は決まっているのですけ

れども約２分の１の支援をいただいてございますので、それにつきましても、新しい防疫車

両が納入されても、引き続きそのご負担はいただけるという確約を取っているところでござ

います。 

○議   長 

 ほかに質疑はありませんか。 
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（なしの声あり） 

○議   長 

 質疑なしと認めます。 

これをもって、質疑を終了いたします。 

 これより、討論に入ります。討論はありませんか。 

       （なしの声あり） 

○議   長 

 討論なしと認めます。 

 これをもって、討論を終了いたします。 

 これより、議案第４０号財産の取得についての件を採決いたします。 

 お諮りします。 

 本案は、原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

（異議なしの声あり） 

○議   長 

 ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第１７ 案第４１号 

○議   長 

 日程第１７議案第４１号財産の取得についての件を議題といたします。 

 提出者から提案理由の説明を求めます。 

 酒森町長。 

○酒 森 町 長 

 ただいま議題となりました議案第４１号につきまして、提案理由のご説明を申し上げま

す。 

 本件につきましては、財産の取得についての議決をお願いするものであります。 

取得しようとする財産の種類は、物品。 

名称は、大樹小学校校務用パソコン。 

数量は、１９台ほか一式。 

取得金額は、９７９万円。 

取得の方法は、指名競争入札による物品売買契約。 

取得の相手方は、帯広市西１９条南１丁目４番地２２、大丸株式会社道東支店、支店長、

畠中裕司であります。 

参考といたしまして、納入期限は、令和５年１月３１日。 

仕様概要は、記載のとおりであります。 

なお、議案下段に条例の関係部分を抜粋して掲載しておりますので、ご参照の上、議決賜
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りますようお願いを申し上げ、提案理由の説明を終わらせていただきます。 

○議   長 

 提案理由の説明が終わりました。 

 これより、質疑に入ります。質疑はありませんか。 

 菅敏範君。 

○菅敏範議員 

 小学校校務用のパソコン１９台ほか一式で９７９万円は聞きました。パソコン１９台、そ

れからサーバー、ソフトウェア、周辺機器の四つの内訳、金額についてお聞きしたいと思い

ます。 

○議   長 

 井上学校教育課長。 

○井上学校教育課長 

 今回の契約金額９７９万円の内訳ということなのですが、当初、設計した段階では１,０

００万円を超えておりましたけれども、その後、入札によって価格が９７９万円ということ

になってきておりまして、その内訳までは、全部一式で入札されておりますので、詳細な内

訳は……。（発言する者あり） 

設計した段階では、サーバーが１１４万５,２００円、パソコン自体が５４２万１,２００

円、ソフトウェアについては１５２万６,３８０円、周辺機器が２７万６,８００円、あと設

定費用ということで８６万９,０００円ということで、設計段階では１,０１６万２,４３８

円という設計になっております。入札段階で落ちたということでございます。 

 以上でございます。 

○議   長 

菅敏範君。 

○菅敏範議員 

 物品の納入のときにそれぞれの、例えばパソコン１台が幾らですという単価というのは今

まで分かってきていたような気がするのですけれども、それは全く分からないものなのです

か。それでよしとなるような仕組みなのかどうか、そこをはっきりさせていただきたいと思

います。 

○議   長 

暫時休憩いたします。 

 

休憩 午後 １時４６分 

再開 午後 １時４６分 

 

○議   長 

 暫時休憩を解きます。 
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菅敏範君。 

○菅敏範議員 

 今の話については分からないわけではありません。例えば総体でいうと１,０００万円の

ものが９００万円で契約したと。９０％ですね。それは分かります。 

ただ、物を買うのですから、そうすると、パソコンは予定した価格よりも高かったけれど

も、サーバーは予定の半額以下だったとかという実態も、結果としては商売上出てくる。み

んながみんなこの四つ、パソコン、サーバー、ソフトウェア、周辺機器、取付料とかがそれ

は一律９０％か９０何％掛けでなくて、それぞれの中で単価があるはずなのですよ。商店と

いうか会社としては。だから、掛け算でいうと９７％だから、単価に０.９７掛けたら、１

台当たり１９で割れば、１台当たりの単価が出ますという話は分からないわけではないけれ

ども、２０万円で予定したパソコンが１台１８万円で購入されましたというような話に本当

はなるのではないかと思いますけれども、これは３回目ですから、その辺が一律で出すしか

ないのかどうか、そこを最後に。 

○議   長 

 井上学校教育課長。 

○井上学校教育課長 

 今回一律で、内訳とかを求めていませんので、購入がパソコン１９台とサーバー一式、周

辺機器ということで、一式で入札をかけておりますので、細かい詳細については分からない

状況であります。 

 以上でございます。 

○議   長 

 ほかに質疑ありませんか。 

 齊藤徹君。 

○齊藤徹議員 

 まず、新しいパソコンのＯＳのバージョンを知りたいのと、今回１９台その他一式なので

すけれども、１９台で、小学校の校務用パソコンはこれで全て賄えるのか。まだ古いのが残っ

ているのか。残っていれば何台残っているのか、そこをお伺いします。 

○議   長 

 井上学校教育課長。 

○井上学校教育課長 

 まず、ＯＳにつきましては、ウィンドウズ１１を導入することになってございます。また、

小学校の校務用パソコンについては、全部３６台ございまして、そのうち今回１９台を入れ

替えると。残りの１７台については、ＯＳが、ウィンドウズ１０が入っておりますので、こ

れについてはサポートが２０２５年１０月までとなってございますので、そこまでは１７台

は使用していくということで考えているところでございます。 

 以上でございます。 
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○議   長 

齊藤徹君。 

○齊藤徹議員 

 ありがとうございます。 

 それで、残りの１７台ですけれども、ＯＳ１０ということで、そこでウィンドウズ１１と

ＯＳ１０が同じ職員室の中で二つのＯＳができるのですね。今回サーバーを購入したり、セ

キュリティーだとかソフトウェアとか、ネットワークを構築したりするのですけれども、そ

こは問題ないのか。後から問題が生じて、また追加になるということも、今までありました

ので、その辺のついてはどうでしょうか。 

○議   長 

 井上学校教育課長。 

○井上学校教育課長 

 今回、ウィンドウズ１１が入りますけれども、ウィンドウズ１０に対応するような形にし

て納入されるということを聞いておりますので、そこら辺の１１と１０の相性というか、合

わないということはないような形になっているものと承知しております。 

○議   長 

齊藤徹君。 

○齊藤徹議員 

 これまで、過去にタブレットもそうだったのですけれども、新しいものを入れて、古いの

は共有するのだということだったのですけれども、最終的には、不具合が生じてしまって校

務用のタブレットを購入してしまいましたよね。今回もウィンドウズ１１をアップダウンと

いうか下げて、ウィンドウズ１０に合わすのですけれども、そこで支障が出た場合、前回の

タブレットと同じ状況が出て、また補正を組むという状況になるのですけれども、その辺は

本当に大丈夫なのか、この辺は念を押したいのですよね。後から補正で、足りませんから、

あと１７台お願いしますというのにはもうならないと思うのですよ。その辺本当に大丈夫な

のか。 

 もう一つは、今回小学校ですけれども、中学校もそのうち時期が来ますよね。例えば小学

校は２０２５年１０月までは大丈夫だというのですけれども、参考までに、中学校はどうい

う状況になっているのか、この２点お願いします。 

○議   長 

 井上学校教育課長。 

○井上学校教育課長 

 私、パソコンのほうに詳しくないのですけれども、齊藤議員おっしゃるように、そういう

ことのないように業者にも念を押していきたいと思っております。 

 また、中学校につきましては、校務用パソコンが今全部で２２台あります。このＯＳにつ

いては、ウィンドウズ１０が導入されているということでございます。 
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 以上です。 

○議   長 

 ほかに質疑ありませんか。 

 西田輝樹君。 

○西田輝樹議員 

 購入の方法については、菅議員がおっしゃるようなことだと思っているのですけれども、

そのような買い方とか整理の仕方で、備品台帳などはどう整備されるのか。今日議決になり

ましたら、その部分全体一つで備品台帳を管理するのですか。 

普通は、パソコンでも１台１台、備品台帳で管理されていくのではないかと思うのですけ

れども、購入金額なり何々がいつ入ったとかということは、それで整理になるのかどうかお

聞きしたいと思います。 

○議   長 

 吉田総務課長。 

○吉田総務課長 

 備品購入時の登録についてご説明させていただきます。 

 先ほどもお話あるとおり、設計金額がありまして、落札価格がございます。備品登録時は、

設計に対して落札率を掛けて、それに対して備品購入の価格とさせていただいておりますの

で、パソコン１台１台に金額、１台当たり幾らという形で台帳は登録させていただいており

ます。また、サーバー類とかは、いろいろな機器類が合わさっておりますので、そういった

ものは一式として捉えて価格を入れさせていただいているような形で管理させていただい

ております。 

 以上でございます。 

○議   長 

 ほかに質疑ありませんか。 

（なしの声あり） 

○議   長 

 質疑なしと認めます。 

これをもって、質疑を終了いたします。 

 これより、討論に入ります。討論はありませんか。 

       （なしの声あり） 

○議   長 

 討論なしと認めます。 

 これをもって、討論を終了いたします。 

 これより、議案第４１号財産の取得についての件を採決いたします。 

 お諮りします。 

 本案は、原案のとおり決することにご異議ありませんか。 
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（異議なしの声あり） 

○議   長 

 ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 これで、本日の日程は全て終了したので、会議を閉じます。 

令和４年第２回大樹町議会臨時会を閉会いたします。 

閉会 午後 １時５６分 

 

  


